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全国漁連のり事業推進協議会のまとめによると、

平成１５年１１月・１２月のノリ生産（秋芽生産）

は、水温が高く全国的に伸び悩み気味であったが、

各地とも栄養塩が豊富で良質のノリが生産された。

しかし、九州有明地区は、摘採開始間もなく赤ぐさ

れ病が蔓延し、生産は早目に終了した。その後、有

明海地区は、１２月４日に冷凍網を出庫した。この

冷凍網は比較的順調に生育し、品質の良いノリがと

れたが、時化等で摘採できない日があり数量的には

予定を下回った。 

この結果、１２月末までの生産はかつてない不作

となり、共販数量１４億８,０１３万枚(昨年同期比

５１％)、共販金額２１１億１,１９６万円(昨年同期

比６７％)であった。平均単価は、１４.２６円と昨

年同期(１０.８３円)より３.４５円高くなった。 

一方、本県のノリ生産は、本年度は１１・１２月

の栄養塩は十分あり、高水温による本張りの遅れ、

日照不足による伸び悩み、芽傷み等も若干みられな

がらもほぼ順調で１２月末までの共販数量１億２３５

万枚(昨年同期比７３％)、共販金額１２億４,０８０

万円(昨年同期比１２４％)、平均単価１２.１２円

(昨年同期比５.０１円高)であった。 

 なお、本県の年明け後の生産はほぼ順調で相場も

依然強いが、栄養塩が減少傾向にあり今後の動向が

気がかりである。 

 
 

 

 

 

海苔生産技術と品質向上を目的に高松地区海苔養

殖研究会（会長：地濱稔）主催の第３１回高松地区

乾のり品評会審査会が１月１６日高松市瀬戸内漁業

センターで開催された。 

当日は、審査員に香川県漁連の海苔検査員を招き、

地区会員全員から出品された７２点（7,200 枚）の乾

のりが審査会場に並べられ、審査基準に従って何度

も見比べるなど厳正な審査が行われ、入賞が決定し

た。 

また、出品された乾のりは、１月３１日・２月１

日の両日、サンメッセ香川で開催された高松市園芸

展で入賞品の展示とＰＲ販売したほか、恒例により

高松市内の「社会福祉法人 さぬき」と「讃岐学園」

に焼海苔（各 800 枚）に加工して寄贈した。なお、

入賞者は次のとおり。 

 

 

平成１０年３月に香川県が策定した「香川

県漁協経営強化基本方針」及び平成１１年３

月に県漁連が策定した「香川県漁協合併等基

本計画」に基づき合併を推進した結果、合併

件数８件、合併参加漁協数２０組合の合併が

行われ、平成９年度末５４漁協が平成１５年

１１月末には４１漁協となった。 

しかしながら、依然として経営基盤の脆弱

な小規模漁協が多数存在しており、今後、県

内全漁協において組合員の急激な減少、水揚

げの減少、また、地区によっては平成１７年

度から海砂利採取が全面禁止となり漁業補

償金の停止等により漁協経営が極度に悪化

することが予想される。 

このことから、平成１５年１１月開催の香

川県漁協経営強化総合対策協議会において

「方針」「計画」の見直しが協議され、５ブ

ロック会長会議に諮ることとなった。 

平成１５年１２月に県内５ブロックの代

表者で構成される５ブロック会長会議を開

催し、一県一漁協構想あるいは県内漁協を５

ブロックに再編等について協議した結果、こ

のことを県内の全漁協へおろし協議するこ

ととなった。平成１６年１月までに各ブロッ

クで説明会を開催し、２月に再度５ブロック

会長会議を開き「方針」「計画」の見直しを

行い、合併計画の目標を固め、３月の両連合

会の理事会で合併計画が承認された後、６月

の総会で機関決定する予定である。 

これからが正念場となる訳であるが、今となって

は合併のメリット、デメリットを言っている状況で

はなく、合併は今や必然性の段階にあり、海を、漁

業を生かすには、また、将来ある組合員を生かすた

めにも合併を進めることが必至であり、目標に向け

全力で取り組む所存である。  ＜組織強化推進室＞
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第３１回高松地区乾のり品評会受賞目録 

賞         名 受 賞 者 ブロック名 

市 長 賞 (団体賞) 
香西漁業 

協同組合 
 

市 長 賞 (個人賞) 沖野  茂 香  西 

香川県農政水産部長賞 中村 一則 
屋島・男木 

女木 

高 松 市 議 会 議 長 賞 糸谷 春美 高松市瀬戸内 

香川県漁業協同組合 

連 合 会 長 賞 
吉原 和夫 香 西 

香 川 県 海 苔 養 殖 

研 究 会 長 賞 
西口 義雄 直  島 

(社)香川県水産振興 

協 会 長 賞 
阿部 清隆 香 西 

香川県信用漁業協同 

組 合 連 合 会 長 賞 
阿部 高広 香  西 

高松市漁業協同組合 

連 絡 協 議 会 長 賞 
高橋 健二 直 島 

高 松 地 区 海 苔 養 殖 

研 究 会 長 賞 
大石 重男 香 西 

ブ ロ ッ ク 賞 青木  繁 下笠居 

 

高松海上保安部管内（高松、坂出、坂手）用途別海難発生の状況(隻数) 

 H15 H14 H13 H12 H11 合計 

貨物船 16 22 19 16 22 95 

ﾀ ﾝ ｶ ｰ 2 4 7 8 7 28 

旅客船 1 2 1 1 0 5 

ﾌﾟﾚｼﾞｬ

ｰﾎﾞｰﾄ 
44 54 52 28 35 213 

漁 船 18 29 23 21 19 110 

遊漁船 0 1 2 2 0 5 

その他 6 3 13 2 9 33 

合 計 87 115 117 78 92 489 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松市長賞 [中学校の部] 

「職場体験で学んだこと」 

高松市立玉藻中学校２年 沖 哲矢

６月１８、１９、２０日と僕達玉藻中学校の２年

は、職場体験に出かけた。 
僕の夢は、必ず、漁師になるということで、どう

しても水産関係の方へ行きたかったのでクラスの友

達がスポーツショップや保育園などそれぞれ事前打

ち合わせをしてどんどん決まっていく中、僕だけが

クラスの最後まで決まらずにいた。さすがに困った

ので担任の先生や母の力を借りて職場体験に行くギ

リギリの日にやっと屋島西町にある吉川水産という

会社に決まった。決まった時は、とても嬉しかった

が、その反面、１人で行くという不安が時間がたつ

につれてこみ上がっていった。 
いよいよ６月１８日、不安と期待が入り混じった

中、職場に行った。最悪なことにその日は雨で職場

までの距離がとても長く感じた。 
吉川水産という所は、魚の卵をかえし、少し大き

くなった魚を養殖業者に出荷するまでの仕事をして

いる会社なので、今まで中学生を体験させたことが

なく、僕以上に職場の人たちは不安を持っていたと

後になって思った。僕を担当してくださった方は、

松葉さんと田原さんで、松葉さんは名前が哲也だっ

 

 

 
 
 

 
高松海上保安部は、昨年１年間の海難人身事故の

状況をまとめた。 
船舶海難の隻数は８７隻（前年１１５隻）で、平

成１４年に比べ２８隻減少し３年ぶりに１００隻を

下回った。また、船舶海難に伴う死亡・行方不明者

は５人で、前年と同じであるが過去１０年間で最多

となっている。 
船舶別の内訳は、プレジャーボート４４隻、漁船

１８隻、貨物船１６隻の順となり、プレジャーボー

トが全体の５１％を占め、前年と比較してプレジャ

ーボートは１０隻、漁船は１１隻の海難が減少して

いる。 
海難種類別の内訳は、衝突４０隻、乗揚げ１２隻、

機関故障１１隻、運行阻害１０隻の順となっている。 
海上保安庁の全国統計によると、ライフジャケット

を着用していた場合の生存率は、船舶からの転落で

９２％、釣り中の事故では７７％、非着用の場合い

ずれも５０％台に落ちる。ジャケット着用率は、

海中転落者３７％、釣り中の事故者は２１％だった。

保安庁では、ライフジャケットの着用を呼びかけて

いる。 
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たのでとても親しみを持てた。しかし、１日目は、

とてもきんちょうして普段、静かな方ではない僕だ

が、無口になってしまった。それでも担当してくだ

さった方は、とてもなごやかな雰囲気で、いろいろ

と教えてくださった。 
まず、最初は、マダイの元親にビー玉位のエサを、

２㎏ずつ３つの水槽に与えた。ピチャピチャという

可愛い音をイメージしていたがバシャッ！バシャ

ッ！というすさまじい音で食べたのでとても驚いて

しまった。 
朝８時から昼３時までの時間が学校の授業はすご

く長く感じるのに、とても早く過ぎていった。しか

し、とても疲れていた。 
２日目は、待ちに待った船で沖に連れて行ってく

れた。ゆっくりと時間が過ぎ、思っていたよりずい

ぶんと違っていたが、帰ってからすごい船酔いをし

たので母が、「そんなんでほんまに漁師になれるん

な？」と言われ、腹が立ったが絶対に漁師になると

決めているので後にはひけないと思った。 
とうとう最後の日がきた。１日目と同じ仕事だっ

たが、ずいぶんと慣れていろいろと僕からも質問し

たりもした。 
三日間という短期間ではあったが、オーバーでは

あるが、これからの人生が変わった。 
僕は、水産高校へ行こうと思っていたが、水産大

学へ進学するほうが、より魚や海のことについて詳

しく学べると思った。だから、これから一生懸命勉

強して、りっぱな漁師になっていこうと思う。そし

て僕が、年老いていったときに、若い漁師達に、海

のすばらしさや魚の神秘を教えていきたい。 
十年後の僕は船の上で・・・。 

たようです。 

最近は、県下のスーパーでもこの日「福寿司」を

置いているようなので、お知り合いの方を巻き込み

海苔の消費拡大にご協力ください。 

 ２月７日は「北方領土の日」です！ 

１８５５年（安政元年）２月７日、日露和親条約締

結。北方領土が日本の領土として認められました。 

１９８１年、北方領土返還運動を盛り上げるため

に日本政府が２月７日を「北方領土の日」に制定し

ました。 

 これにちなみ、香川県北方領土返還促進協議会（事

務局：県政策部公聴広報課）では次の関連行事を行

います。 

１．北方領土返還促進啓発キャラバン（街頭キャンペーン） 

（日 時） ２月７日（土） 10：00～15：15 

（場 所） 県庁（出発式）→ 観音寺市（観音寺サ

ティ）→ 善通寺市（パワーシティ善通

寺）→ 丸亀市（フジグラン丸亀） 

２．北方領土問題講演会 

（日 時） ２月１２日（木） 14：00～16：00 

（場 所） ﾏﾘﾝﾊﾟﾚｽさぬき ２階「瀬戸の間」 

      高松市福岡町２丁目３－４ 

      電話：０８７－８５１－６６７７ 

（講師）  環日本海経済研究所所長 吉田 進 氏

問合せ先：香川県政策部公聴広報課  

総務・報道グループ 山田・和泉 

     電話：０８７－８３２－３０１８ 

 

 

 ２月３日 節分の海苔巻寿司丸かぶり！ 

２月３日の「節分」に太巻

寿司を恵方に向かって丸ごと

かぶりつくと「福」を呼ぶと

いわれ、今年の恵方は東北東

です。「福」を巻き込み「縁を

切らない」ということから巻

寿司を切らずに丸かぶりとな

ったようです。 

 この風習は、もともと愛知県の方の風習らしく、

１９７７年に大阪海苔問屋協同組合が節分のイベン

トとして道頓堀で実施したのが、マスコミに取り上

げられ全国のお寿司屋さんがこれに便乗して広まっ

 

主な行事予定（2／1～2／29） 

２月 ７日(土) 北方領土返還促進啓発キャラバン 

１０日(火) 高松地域漁業者検討会 

      東讃・小豆地域漁業者検討会 

１２日(木) 第７回のり入札 

      北方領土問題講演会 

１４日(土) 三豊地域漁業者検討会 

      中讃地域漁業者検討会 

１６日(月) さわら漁業者検討会 

      さわら流しさし網関係組合長会 

  ２７日(金) 第８回のり入札 
 


